
長尾 洋一郎 氏の学位論文審査の要旨

論 文 題 目

Pre-HospitalDelayinPatientswithAcuteIschemicStrokeinaMulticenterStrokeRegistry:K-PLUS

(急 性 期 脳 梗 塞 患 者 の 来 院 遅 延 に 関 す る 多 施 設 脳 卒 中 レ ジ ス ト リK-PLUSを 用 い た 検 討)

急性 期脳梗塞 に対す る早期 の治療介入は重要であるが、組織 型 プラス ミノーゲ ンア クチベータ

(t-PA)の 適応 が脳梗塞発症 か ら45時 間以内 に変更 され て以 降、急性期虚血性脳梗 塞患者の来院遅

延 に関する多施設共同研究のデ ータは不十分 である。そ こで申請者は、地域 の多施 設脳 卒中 レジス

トリのデータを使 用 して、来院遅延の要因 と臨床 転帰 との関連 の調査を行 った。

方法 と して、地域 多施設脳 卒 中 レジス トリK-PLUSの データ(2013年 一2017年)を 用 いて解析 を

行 った。最終健 常確認 時刻 か ら24時 間以内 に入院 した5102人 の脳梗塞患者 を、来 院早期群(発 症

4時 間以 内、n=2350)と 来 院遅延群(4時 間以 降、n=2752)に 分類 し、患者背景 や患者 の予後 につ

いて2群 間で比較検討 を行 った。

結果 と して 、多変量解析で は、心房細動(オ ッズ比1.50、95%信 頼 区間1.29-1.76、 以下同)、入

院時のNIHSSス コア高値(1.03、1.02-1.03)、 前方循環脳 卒中(1.30、1.24-1.51)、 発症直後の症状

発見(3.23、2.79-3.74)、 救急車の使 用(2.61、2.22-3.08)は 早期来院 と正の相関を認め、一方、

発症 前のmodifiedRankinScale(mRS)ス コア(0.91、0.86-0.97)、 自宅での発症(0.45、0.39-053)、

糖尿病(0.74、0.63-0.86)、 現在の喫煙(0.81、0.・ ・1.98)、 認知症(0.81、0.66-0.99)、 および00:00

か ら06:00ま での症状発覚(0.45、0.40-0.54)と は負の相 関が認 め られ た。発症 直後 の発見 や救 急

車の使用、心房細動 は過去 の報告同様 に早期来 院の因子であ ったが、糖尿病 や現在の喫煙は来院遅

延の因子で あ り、この点は過 去の報告 とは異な って いた。その原 因と して、糖 尿病や喫煙を背景 と

して発症す る脳梗塞 は小血管 の障害 による症状 の軽 い、緩徐 に進行 するタイプが多 いため、結 果的

に来院遅延の 関連因子 とな った 可能性があ る。 またADLが 低 下 して いる患者 にお いては、発症 が

認識 され にくいことが来院遅延 の原 因子 とな った と考え られた。

また 、早 期来院は、患者背景 、脳卒 中の重症度、および血栓 溶解療法の有無 とは独立 して、退 院

時mRSス コア0-2に 関連 して いた(156、1.32-1.84)。 早期来院 は良好なADLに 関連 している

ため、特 に来 院遅延 のハイ リス ク患者 に対 して 、脳梗塞の症状や早期 来院の重要性 についての呼び

か けや キャ ンペー ンが 必要である と考え られ た。

本研究で の、大 規模 患者 コホー トにおける来院遅延 に関する 多施設共 同研究のデ ータベース解析

によ り、脳梗 塞の発症 か ら4時 間以 内の来院 に関連 する臨床的特徴が解 明され た。 また、早期来 院

が他の要因 とは独 立 して良好 な退院時ADLに 関連 して いる ことを示 された。

審査では、1)脳 卒 中病型毎 の解析の必要性 、2)来 院までの時 間と病型 との 関連 、3)多 変量解

析 の方法論、4)予 後指標mRSの 妥 当性、5)グ ル ー プ分けのcut-off時 間の妥 当性 、6)施 設間 ・居

住地域 間での差違、7)社 会 的背 景の影響 、8)結 果の他データを用 いた検証,9)灌 流画像 の必要性 、

10)来 院遅延改善のた めの方策、な どにつ いて質疑応答がな され 、申請者か らは概ね適切な 回答 と

考察が なされ た。

本研 究は、急性期脳梗塞患者 の早期来院が良好 な退 院時ADLに 関連 して いる ことを示す ととも

に、来 院遅延 に関する臨床 的特徴を 明 らか に してお り、今後 の早 期来院促進 に貢献 しうる価値あ る

業績 と考 え られ 、学位 に相応 しいと評価 された。
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